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え
ま
す
。
今
後
は
、
民
間
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
日
常
の
保
守
点
検
、

修
繕
な
ど
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
を

検
討
し
ま
す
。

◆
上
下
水
道
部
長

　

水
道
事
業
運
営
の
基
本
で
あ
る
「
安

心
・
安
全
・
安
定
」
を
基
に
適
正
に
管

理
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
法
的
に

必
要
な
「
水
道
技
術
管
理
者
」
の
育

成
が
必
要
で
す
。
一
方
、
人
員
不
足
に

よ
り
、
非
常
時
の
対
応
が
益
々
困
難
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

水
道
管
の
事
故
対
応
な
ど
、
市
民
に

直
結
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧

に
努
め
る
た
め
に
、
行
政
と
管
組
合
や

委
託
業
者
に
よ
る
相
互
の
連
携
が
重
要

で
す
。

郷
土
愛
で
青
少
年
の
育
成
を

◆
教
育
長

　

地
域
の
良
さ
を
生
か
し
、
地
域
と
一

体
に
な
っ
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ

い
て
の
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
子

ど
も
の
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
み
、
進

学
や
就
職
な
ど
で
一
旦
は
下
呂
市
を
離

れ
た
若
者
が
下
呂
市
に
帰
っ
て
き
て
、

下
呂
市
の
将
来
を
担
お
う
と
い
う
意
欲

を
も
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
体
験
活
動
な

ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り

郷
土
愛
を
強
く
も
て
る
指
導
の
あ
り
方

を
今
後
も
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
、
高
齢

者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
る
。
下

呂
市
の
現
状
と
そ
の
対
策
は

◆
観
光
商
工
部
長

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
商

工
課
が
窓
口
と
な
り
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
相
談
件
数
は

増
加
傾
向
で
す
。
今
後
は
商
工
課
・
福

祉
部
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
連
携
を
よ

り
一
層
強
め
て
、
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

①
災
害
発
生
時
、
自
治
体
や
事
業
者
に

対
し
て
目
標
時
間
内
に
事
業
活
動
を
再

開
す
る
た
め
に
、
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
を
策
定
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
情
報
部
門
の
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
現
況
は

◆
総
務
部
長

　

業
務
継
続
計
画
は
現
在
作
成
し
て
い

ま
せ
ん
。
情
報
処
理
及
び
情
報
通
信
は

依
存
度
も
高
く
、
こ
の
部
門
が
被
災
し

た
場
合
、
窓
口
で
の
各
種
証
明
等
の
照

会
、
発
行
事
務
が
滞
り
ま
す
。
そ
の
た

め
情
報
部
門
の
業
務
継
続
計
画
は
、
今

年
度
策
定
す
る
予
定
で
す
。

②
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
と
ら
え
る
と
各
振
興
事
務

所
の
あ
り
方
も
検
討
が
必
要
で
は

◆
総
務
部
長

　

市
の
広
大
な
行
政
区
域
を
考
慮
す
る

と
、
振
興
事
務
所
設
備
の
在
り
方
、
職
員

の
配
置
方
法
な
ど
、
日
頃
か
ら
有
事
の

際
の
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
そ
の
よ
う
に
進
め
ま
す
。

話
題
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

更
な
る
拡
充
と
地
域
枠
予
算
へ
の
利

用
、
農
林
業
等
の
産
業
振
興
に
活
用
す

る
よ
う
求
め
る
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

今
年
度
４
月
よ
り
、
ご
寄
附
い
た

だ
い
た
金
額
に
応
じ
て
市
内
特
産
品
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
３
コ
ー
ス

35
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で

の
同
時
期
と
比
較
し
、
件
数
で
は
約
８

倍
、
金
額
で
は
５
倍
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
当
初
の
目
的
で
あ
る

特
産
振
興
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
特
典
の
新
規
開
拓
や
、
議

員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
観
光
優
待
特
典

な
ど
、
市
へ
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
特
典
や
地
域
単
位
で
の
寄
附
設
定
な

ど
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
職
員
の
育
成
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
に
伴
い
職
員
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。
少
数
精
鋭
の
専
門
性
の
高
い

職
員
育
成
は

◆
建
設
部
長

　

職
員
の
減
少
に
伴
い
、
道
路
・
河
川

等
維
持
管
理
に
つ
い
て
行
政
だ
け
で

は
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
考

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の

            

利
用
拡
大
に
つ
い
て

　

推
進
協
議
会
で
施
設
の
利
用
拡
大
が

は
か
ら
れ
て
い
る
が
現
況
と
課
題
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
小
坂
地
域
各
団
体
と
市
長
に
も
同
席

し
て
頂
き
、
濁
河
へ
の
県
道
整
備
要
望

に
伺
っ
た
。
前
向
き
な
回
答
を
も
ら
っ

た
が
、
今
後
の
見
通
し
は

◆
建
設
部
長

　

小
坂
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ

る
落
合
飛
騨
小
坂
停
車
場
線
は
、
県
が

危
険
な
箇
所
か
ら
順
次
整
備
し
て
い
く

計
画
で
す
。
今
年
度
は
通
行
に
支
障
と

な
る
法
面
の
改
良
工
事
と
路
肩
崩
壊
箇

所
の
災
害
復
旧
工
事
の
予
定
で
す
。
引

き
続
き
事
業
の
促
進
を
県
へ
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認
定
へ
の
今
後
の

取
組
み
は

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　

本
年
７
月
18
日
、
今
ま
で
の
認
定
準

備
委
員
会
を
一
歩
進
め
て
「
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
準
備
実
行
委
員
会
」
と
し
て
、

本
格
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
の
活

性
化
の
観
点
か
ら
、
地
域
力
向
上
支
援

員
を
中
心
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
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③
庁
舎
一
本
化
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

の
中
で
「
振
興
事
務
所
の
建
物
は
取
り

壊
し
て
他
の
施
設
へ
」
と
あ
る
が
、
そ

の
移
転
先
は
ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

耐
震
性
の
な
い
振
興
事
務
所
つ
い
て

は
、
耐
震
工
事
を
行
う
の
で
は
な
く
、
可

能
な
限
り
、
地
域
内
の
既
存
施
設
に
そ

の
機
能
を
移
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
具
体
的
な
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

　

御
嶽
山
溶
岩
流
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

の
認
定
に
向
け
て
の
経
過
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　

小
坂
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
へ
の

経
過
は
、
平
成
24
年
度
に
「
小
坂
の
滝

め
ぐ
り
」
を
岐
阜
の
宝
も
の
か
ら
日
本

の
宝
物
へ
と
の
思
い
か
ら
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
を
目
指
す
活
動
を
展
開
し

始
め
ま
し
た
。
名
称
を
「
飛
騨
御
嶽
溶

岩
流
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
、
勉
強
会
な

ど
を
開
い
て
い
ま
す
。
現
在「
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
準
備
実
行
委
員
会
」
と
し
て
本

格
的
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
一
言
で
言
っ
て
も
、

地
域
の
自
然
・
環
境
・
歴
史
な
ど
様
々

な
要
素
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
不
可
欠
と

考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
の
観

点
か
ら
、
地
域
力
向
上
支
援
員
を
中
心

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

呂
市
の
み
な
ら
ず
日
本
の
農
林
業
を
守

る
こ
と
が
、
国
土
を
守
り
都
会
を
守
る

事
に
つ
な
が
り
ま
す
。
国
に
よ
る
抜
本

的
な
施
策
が
必
要
だ
と
危
機
感
を
抱
い

て
い
ま
す
。

市
の
財
政
に
つ
い
て

　

国
は
合
併
自
治
体
に
お
け
る
交
付
税

の
算
定
替
に
つ
い
て
、
緩
和
の
算
定
を

実
施
す
る
が
、
下
呂
市
で
予
定
さ
れ
る

金
額
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

現
段
階
で
判
明
し
て
い
る
の
は
、

支
所
に
要
す
る
経
費
の
算
定
で
、
額

に
す
る
と
、
平
成
31
年
度
に
は
約

８
億
５
千
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

再
度
、
庁
舎
の
整
備
（
一
本
化
）
に
つ
い
て

　

一
本
化
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
と
合

意
は
ま
だ
ま
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の

考
え
を

◆
市　

長

　

市
役
所
の
本
課
業
務
を
担
っ
て
い
る

の
が
、
下
呂
庁
舎
・
萩
原
庁
舎
・
星
雲

会
館
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
４
か
所

に
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
職
員
が
減
る

中
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
な
い
組

織
づ
く
り
も
必
要
で
す
。
財
政
面
の
問

題
も
あ
る
が
、
庁
舎
の
老
朽
化
や
災
害

の
面
で
も
一
本
化
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
合
併
特
例
債
の
期
限
が
延
び

た
今
、
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
呂
市
が
所
有
す
る
土
地
の
活
用
に
つ
い
て

①
下
呂
市
内
の
市
有
地
の
現
状
と
、
更

地
に
な
っ
て
い
る
土
地
の
活
用
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

◆
総
務
部
長

　

普
通
財
産
と
し
て
市
が
所
有
す
る

土
地
は
、
平
成
25
年
度
末
で
約
６
，

０
９
８
万
㎡
で
す
。
そ
の
内
99
％
が
山

林
で
、
宅
地
は
約
15
万
㎡
で
す
。

　

土
地
の
活
用
で
、
山
林
は
直
営
林

が
約
８
割
、
分
収
林
が
約
２
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
宅
地
は
、
売
却
可
能
な
土

地
が
約
１
万
３
千
㎡
あ
り
ま
す
。
こ
の

中
に
は
公
売
中
の
物
件
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
可
能
な
物
件
に
つ
い

て
、
順
次
公
売
へ
向
け
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
は

定
住
型
に
向
け
た
活
用
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

②
下
呂
庁
舎
・
萩
原
庁
舎
・
各
振
興
事

務
所
の
敷
地
（
駐
車
場
を
含
む
）
は
借

地
部
分
は
あ
る
の
か
。

◆
総
務
部
長

　

庁
舎
・
振
興
事
務
所
の
敷
地
に
借
地

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
職
員
用
駐
車
場
と

し
て
借
地
が
あ
り
、
年
間
約
６
６
０
万

円
支
払
っ
て
い
ま
す
。

再
度
『
暴
走
す
る
安
倍
政
権
』
へ
の
態

度
に
つ
い
て

①
安
倍
政
権
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」
を
強
行
し
た
。

市
は
自
衛
隊
の
募
集
を
し
て
い
る
が
、

再
度
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

◆
市　

長

　

平
和
主
義
を
貫
く
こ
と
は
大
事
で

す
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
向
け
て
は

法
整
備
が
必
要
な
の
で
、
国
会
で
の
論

争
や
国
民
の
意
見
を
注
視
し
ま
す
。

②
４
月
の
消
費
税
増
税
が
、
国
民
の
暮

ら
し
も
日
本
経
済
も
破
壊
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
米
価
格
（
仮

渡
金
）
は
大
幅
な
下
落
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
の
生
活
と
経
営
な
ど
実
態
を
把
握

し
、
そ
の
支
援
対
策
を
す
る
べ
き
。

　

市
長
は
、
こ
の
実
態
と
市
民
の
不
安

の
声
を
ど
う
受
止
め
て
、
ど
う
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
い
ま
こ
そ
、

国
に
は
っ
き
り
と
モ
ノ
を
言
い
、
働
き

か
け
る
時
で
あ
る
と
考
え
る
。

◆
市　

長

　

地
方
の
窮
状
を
国
が
ど
う
救
う
の
か

だ
と
思
い
ま
す
。
先
日
の
内
閣
改
造
で

地
方
創
生
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
下

各 務 吉 則 議 員
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